
北海道の森林生産 と

自然保護

嗣雄藤斎

北
海
道

の
森
林

が
、
樹
種
的

に
類
似
し

て
い
る

ド
イ

ッ
な
ど
西
欧

の
森
林

に
比
べ
て
、
ま
だ
天
然

林

の
様
相
を
多
く
残

し
て
い
る
の
は
、
開
発
の
歴

史
が
浅

い
た
め
で
あ

る
。
ド
イ

ッ
で
は
、

一
八
○

○
年
代

の
は
じ
め
か
ら
大
面
積

の
皆
伐
造
林
が
進

め
ら
れ
た
が
、
北
海
道

の
森
林

の
大
面
積
を
占
め

る
国
有
林
で
は
、
拡
大
造
林
事
業
が
昭
和
三
三
年

(
一
九
五
八
)
に
開
始
さ
れ
た
。
約

一
五
〇
年
も

遅
れ

て
い
る
。
そ
の
以
前
、
北
海
道

の
森
林
経
営

が

よ
う
や
く
計
画
的

に
実
施
さ
れ
た
の
は
、
明
治

四
二
年

(
一
九
〇

九
)
頃

か
ら
で
あ

る
。

施
業
計
画
は
、
原
生
林

の
林

相

整

理

の
意

味

で
、
お
も
に
択

伐
作
業
が
と
ら
れ
た
。
そ

の
根
拠

は
、
北
海
道

の
森
林

の
主
要
樹
種
が

エ
ゾ

マ
ツ
、

ト
ド

マ
ッ
で
陰
樹

で
あ
り
、
天
然
更
新
が
可
能
と

み
た

こ
と
、
原
生
林

の
上
記
樹
種
の
上
層
木

の
樹

令
が
、

エ
ゾ

マ
ツ
ニ
○
○
年
、

ト
ド

マ
ツ

一
五
〇

年
程
度
で
、
生

理
的
に
過
熟
な
老
令
木

で
あ
り
、

早
急

に
伐
採
し
利
用
す

る
こ
と
が
有
利

で
あ

る
こ

と
、
多

雪
地
帯

で
雪
上

に
運
搬
路
を
作
設
し
馬
醗

出
し
が
経
費
少

な
い
こ
と
、
冬
期
農
閑
期

の
労
働

力
を
効
果
的

に
利
用

で
き

る
こ
と

な

ど

で
あ

っ

た
。
輪

伐
期

は

一
四
〇
1

一
二
〇
年
、
回
帰
年
は

四
〇
1

三
〇
年

で
あ

っ
た

か
ら
、
施
業
地
域

一
巡

の
伐
採
は
早
く

に
終
了

し
、
現
在

で
は

二
回
目
以

降

に
な

っ
て
い
る
。

し
た
が

っ
て
現
在
、
天
然
林

と
し
て
見
ら
れ
る

森
林
も
、
ほ
と

ん
ど
伐
採
が
入

っ
て
い
る
も

の
と

み
て
よ
い
。
伐
根
や
倒
木
は

一
〇
1

一
五
年
で
、

腐
朽

し
て
跡
を
と
め
な
く
な
る
。

一
部

に
採
算
不

能

な
奥
地
林
や
計
画
的
保
存
林
も
残

っ
た

で
あ
ろ

う
が
、
昭
和
二
九
年

の

一
五
号
台
風

に
よ

っ
て
風

倒
の
大
被
害
を
受
け
た
。
す
な
わ
ち
、
厳
密
な
原

生
林

は
ほ
と

ん
ど
な
く
な

っ
た
と

い
っ
て
よ
い
。

北
海
道

で
は
国
有
林
、
公
有
林

の
面
積
歩
合
が

大
き

い
の
で
、
立
木
処
分

に
よ
る
財
政
上
の
収
入

は
大
き
か

っ
た
が
、
併
行

し
て
実
施
さ
れ
た
拓
殖

計
画
の
有
力
な
財
源
と
な
り
、
本
道

の
道
路
や
港

湾

の
整
備

に
大
き
な
貢
献

を
し
た
。
し
か
し
、
森

林
生
産

に
還
元
さ
れ
た
も

の
は
少
な

か

っ
た
。
実

際

に
は
雪
上
道
路
は
融
雪

と
と
も

に
消
失
し
、

サ

サ
が
起
き

て
運
材
路
は
跡

か
た
も

な
く
な

っ
た
。

道
路
が
な
い
た
め
、
造
林

は
無
立
木
地
や

一
部

の

交
通
便
利
の
地

の
ほ
か
は
実
施

さ
れ
ず
、
も

っ
ぱ

ら
天
然
更
新
を
期
待
し
た
。
し
か
し
天
然
更
新

は

そ
れ
程
容
易

で
は
な
く
、
障
害

と
な
る
サ
サ
の
繁

茂
も
あ

っ
て
、
目
的
樹
種

の
幼
樹

の
発
生
生
長

は

不
良
で
保
育
も
多
く
な
か

っ
た
結
果
、
林
力
は
減

退

し
生
産
力
も
減
少
し
た
。
造
林

に
必
要
な
林
道

の
作
設
も
少
な
く
、
単

な
る
形
質
優
良
な
大
径
木

の
選
伐
に
と
ど
ま
り
、
価
値
的

に
も
低
下
し
た
。

昔
を
知
る
製
材
業
者
に
は

「
北
海
道

に
は
木
は
あ

る
が
、
製
材

で
き

る
木

は
な
く
な

っ
た
」
と
極
言

す
る
人
も
あ

る
。

こ
の
よ
う

に
し
て
、
再
生
産

に
資
本
投
下
の
少

な
い
林
業

の
実
施
は
森
林

の
荒
廃
と
し

て
現
わ
れ

て
ぎ
た
。
北
海
道

の
森
林
経
営
が
再
生
産
を
真
剣

に
考
慮
し
て
、
計
画
実
施
さ
れ
始
め
た
の
は
昭
和

三
三
年
の
拡
大
造
林
以
後
と

い

っ
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。日

本
の
林
業

は
終
戦
に
よ

っ
て
外
地

の
森
林
を

失

い
、
戦
後

の
産
業
拡
大
の
た
め
生
産
性

に
重
点

を
置

い
た
国
策

に
添

い
、
林
業
も
短
伐
期

を
と
り

生
長

の
早

い
カ
ラ

マ
ッ
を
多
く
導
入
し
て
、
伐
期

も

三
〇
ー
三
五
年

の
皆
伐
作
業
を
低
山
地
帯

に
計

画

し
た
。
中
山
地
帯

に
は

エ
ゾ

マ
ツ
、

ト
ド

マ
ッ

も
植
栽
さ
れ
た
が
、
海
抜
六
〇
〇

m

(中

央
高
地

は
八
○
O

m
)
ま
で
に
多
く
の
皆
伐
作
業
を
実
施

す
る
計
画

で
、
伐
期
も
林
分
の
平
均
生
長
量
最
大

を
考
慮
し
て
六
五
年
く
ら

い
で
あ

っ
た
。

こ
の
方

針
は
そ
の
後

か
な
り
修
正
さ
れ
て
い
る
、
ま
た
、

択

伐
作
業

の
輪
伐
期
も

六
〇
1

七
〇
年

に
短
縮
さ

れ
た
。

昭
和

一
〇
年
代

に
、
冬
山
作
業

か
ら
夏
山
作
業

へ
の
転

換
が
計
画
さ
れ
た
。
森
林
作
業

に
機
械
力

の
導
入
が
唱
え
ら
れ
、
林
道
設
備

の
拡
充
が
強
調

さ
れ
た
が
、
ま
も
な
く
戦
争
に
突

入
し
て
実
際
に

実
現
し
た
の
は
、
風
害
木

に
よ
り
伐
出
材

の
急
増

し
た
昭
和

三
〇
年
頃
以
降

の
こ
と
で
あ

る
。
日
本

の
農
業
が
機
械
化
と
農
薬

の
利
用

の
二
つ
の
柱
で

省
力
化
さ
れ
、
様
相
を

一
変
し
た
と
同
様

に
林
業

も
再
編
成

の
時
代

に
入
り
、
…機
械
化

と
林
業
薬
剤

の
時
代

と
な

っ
た
。
馬
薦
出
し
は
衰
退

し
て
、
森

林

鉄
道
も
廃
止
さ
れ
、

石
油

の
時
代
と
な

っ
て
ト
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ラ

ッ
ク
運
材

に
変

っ
た
。
そ
し
て
工
業
生
産

の
拡

大

に
伴

い
、

こ
の

一
〇
年
間

の
労
働
力
五
〇
%
減

を
補

っ
て
、
生
産
拡
大

に
進
む
段
階
と
な

っ
た
。

一
方
、
わ
が
国

の
産
業
の
拡
大

に
伴

い
、
木
材

の
需
要
量
は

こ
の

一
〇
年

間

に

一
・
六

倍

と

な

り
、
供
給
面

で
は
外
材
依
存
量
が
大
幅

に
増

大
し

て
全
供
給
量

の
六
〇

%
を
占
め
、
丸
太
材

に
つ
い

て
は
、
世
界

の
全
輸
入
量
の
五
〇

%
以
上
を
占
め

る
世
界

一
の
木
材
輸
入
国
と
な

っ
た
。
輸
入
先
は

hα当 り用

材生産量

1.1㎡

0.3

0.4

3.8

2.6

1.2

1.3

1.8

世 界 平 均

0.4

第1表 森林 資源 の 国際比 較

纏 こ皇 成長率 森森灘 総 鵜
1.7nデ

1.2

4.1

3.0

0.9

3.9

2.5%

1.1

2.9

3.2

0.9

5.0

1.4hα

19.6

3.0

0.1

2.7

0.3

2.2

0.2

世 界 平 均
1.1

99㎡

1,116

326

16

260

31

114

18

ア メ リ カ

カ ナ ダ

ソ 連

西 ド イ ツ

ス エP一ア ン

フ ィ リピ ン
ニ ユ ー ジ

ー ラ ソ ド

日 本

考備

第

一
表
に
示
す
世
界

の
主
要
森
林
資
源
国
の
す

べ

て
に
わ
た

っ
て
い
て
、
南
米

及
び

ア
フ
リ
カ
大
陸

に
及
ん
で
い
る
。
金
額

に
お
い
て
も

一
兆
円
を
超

え

て
、
わ
が
国

の
全
輸

入
額

の
九
%
を
占
め
、
石

油

に
つ
い
で
の
二
番
目
の
輸

入
物
資
と
な

っ
た
。

外
材
の
輸
入
が
軌
道

に
乗
り
出

し
た
昭
和
三
年

頃

に
は
、

フ
ィ
リ

ッ
ピ

ソ
の
ラ
ワ

ン
材

の
輸

入
が

主
体
で
あ

っ
た
が
、
す
で
に
同
国
は
丸
太
材

の
輸

出
を
規
制

し
て
減
少
し
、
イ

ソ
ド
ネ
シ
ア
、

ニ

ュ

第2表 森林資源の現状と将来の目標

目標 とす る森林資源の状態

56年 度66年 度96年 度

状現

46年 度

森林資源の状態

分区

て

25.36

13.14

11.13

1.09

54

25.36

12.82

11.45

1.09

53

25.36

11.57

13.70

1.09

48

25.36

8.90

15.37

1.09

37

総 数(百 万hα)

人 工 林 ①(〃)

天 然 林 ②(〃)

除地その他(〃)

人工牌 ①宰②(%)

面

積

ー
ギ

ニ
ア
な
ど
に
転
換
し
た
。

こ
れ
も
現
在
、
す

で
に
規
制
さ
れ

つ
つ
あ
る
現
状

で
あ

る
。
針
葉
樹

材

の
輸
入
は

ア
メ
リ
カ
(
ア
ラ

ス
カ
を
含
む
)
、
カ

ナ
ダ
、

ソ
連
な
ど
で
あ
る
が
、

ア
メ
リ
カ
本
土

か

ら

の
輸
入
は
次
第

に
窮
屈
に
な
り

つ
つ
あ

る
。
現

在
植
樹
す
る
樹
が
伐
採
可
能

に
な
る
六
〇
1
七
〇

年
後

に
は
、
木
材

の
再
生
産

が
軌
道

に
乗

っ
て
い

る
国
は
少
な

い
の
で
、
世
界
的
な
木
材

不
足
と
な

り
、
輸

入
が
困
難
と
な
る
こ
と
は
容
易

に
予
測

で

き

る
。

3,596

148

4.9

38

2,866

118

3.1

60

2,442

101

2.7

63

2,085

86

2.7

54

蓄 積(百 万 ㎡)

同hα 当 り(㎡)

年 間hα当 り伐採量(㎡)

輸入依存率(%)

日
本
の
戦
後

の
森
林
資
源
充
実

の
計

画
実
施
に
よ

っ
て
人
工
林
率

は
三
七

%

に
達
し
、
林
業

の
集

約
な
県
で
は
六
〇

%
に
達

す
る
と

こ
ろ

も

あ

る
。

し

か

し
、
計
画
目
標

に
対
し
て
は
ま
だ

六
五

%
で
、
林
令

二
〇
年
未
満

の
幼
令
林
が

七
六
%
で
あ

る
。
北
海
道

は
全
国

の
五

%
経
済

と
い
う
が
、
森
林
資
源

に
つ
い

て
は
約

二
五
%
を
保
有

し
て
い
る
。
国

有
林

と
公
有
林

の
面
積

は
全
体

の
七
三

%
に
達
す

る
。
人
工
林
率

は
ま
だ

一
七

%
と
低

い
。
㎞
当
り
の
蓄
積

は
九
三
㎡

で
、
本
州

の
八
三
㎡

よ
り
大
き

い
の
は

幼
令

の
人
工
林
の
面
積
が
少
な
く
、
ま

だ
年
令

の
高

い
天
然
林

の
面
積
率

が
大

き
い
か
ら

で
あ
る
。

北
海
道

の
国
有
林

の
㎞
当
り

の
生
長

量
は

一
・
四
、m
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し

て
拡
大
造
林

ト
ド

マ
ッ
人
工
林
収

穫
予
想
表

の
地

位
二
等
地

の
総
収
穫
で
は
、

六
〇
年
生

の
㎞
当

り

の
幹
材
積

は
三

一
一
3m
、
平
均
生
長
量

は
五

・
二

3m
で
あ
る
。

こ
れ
を
み

て
も
人
工
林
造
成
が
、
生

産
増

強
に
寄
与
す

る
こ
と
の
大
き

い
こ
と
が
わ
か

る
。近

来
、
自
然
保
護
運
動

の
高
ま
り
に
よ
り
、
昭

和
四
七
年

(
一
九
七
二
)
に
は
第

一
回
国
連
人
間

環
境

会
議
が
開

か
れ
、
同
年

に
自
然
環
境
保
全
法

の
公
布
が
あ
り
、
お
な

じ
く
九
月

に
林
野
庁
も
森

林

の
公
益
的
使
命

に
従
来
よ
り
重
さ
を
お
く
、
新

し

い
方
向
が
打

ち
出
さ
れ
た
。
従
来

の
生
産
第

一

主
義

の
わ
が
国
の
産
業
政
策

に
沿

っ
た
森
林
施
業

が
、
反
省
さ
れ
た
の
は
当
然
の
こ
と

で
あ
る
。
し

か
し
、
わ
が
国
の
木
材
需
給

の
現
状
と
将
来

へ
の

展
望

か
ら
、
森
林

の
生
産
を
軽
視

で
き
な
い
こ
と

は
明
ら

か
で
あ
る
。
全
森
林
面
積

の
中

で
、
保
安

林

二
八
%
、
自

然
公
園

一
六
%
、
さ
ら
に
文
化
財

保
護
法

に
よ
る
天
然
記
念
物
地
域
や
自
然
環
境
保

全
法
及
び
同
条

例
で
胡
制
さ
れ
る
森
林
を

加
え
れ

ば
大
き
な
面
積

に
な

る
。
し
た
が

っ
て
、

こ
れ
ら

の
森
林
に
公
益
的
使
命

の
達
成

に
大
き

な
支
障
な

い
限
り
、
木
材
生
産

の
使
命
を
負
荷
す
る
こ
と
は

望
ま
し

い
こ
と

で
あ
る
。

ま
た
原
始
林
が
最
も
健
全
な
林
分
と
い
う

の
で

は
な
く
、
択

伐
的

に
適
当
な
伐
採
、
整

理
が
入

っ

た
森
林
が
健
全
で
も
あ
り
、
美
的

で
も
あ
る
の
で

あ

る
。
ま
た
整

一
な
人
工
林
に
も
そ
れ
な
り
に
美
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的
景
観

は
あ

る
。

ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ

の
よ
う
な

木
材

の
輸
出
国

で
、
国
立
公
園
が
禁
伐
で
あ

っ
た

と

し
て
も
、
直
ち

に
わ
が
国

の
事
情

に
当

て
は
ま

る
も

の
で
は
な

い
。

森
林

の
施
業

に
は
、
皆
伐

か
ら
単
木
的
な
択
伐

ま

で
あ

っ
て
、
幅
広
い
段
階
が
あ
る
。
経
済
性

に

重
点
を
置

け
ば
、
利
用
価
値

の
高
い
樹
種
を
主
林

木
と
し
た
人
工
林

と
し
て
原
始
植
生
を
大
き
く
改

造
し
、
新
し

い
生
態
系

の
中

に
は
、
肥
料
も
除
草

剤
も
組
み
込
ま
れ
る
。

し
か
し
ま
た
、
単

に
森
林

の
軽
度

の
衛
生
的
伐
採

に
と
ど

ま

る

こ

と

も

あ

る
。

こ
の
場
合
で
も
森
林
植
生

へ
の
影

響

は

あ

る
。
原
始
生
態
系
を
禁
伐

に
よ

っ
て
保

つ
の
は
、

天
然
記
念
物
、
自
然

公
園

の
特
別
保
護
地
区
、
第

一
種
特
別

地
域

、
自
然
環
境
保
全
法

及
び
同
条
例

の
原
生
環
境

保
全
域
と

し
て
指
定
さ
れ
た
と

こ
ろ

で
あ
る
。
そ

の
他
の
場
所

は
、
程
度
の
差

は
あ

っ

て
も
木
材

生
産

の
場

で
あ
る
。
国
立

公
園

及
び
国

定
公
園
内

の
森
林
施
業

の
制
限
は

つ
ぎ

の
よ
う
で

あ
る
。

1

特
別
保
護
地
区

森
林

の
施
業

に
関
す
る
制

限

は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
区
に

つ
い
て
、
環
境
庁

長
官
と
農
林
大
臣
が
協
議

し
て
定

め
る
。

2

第

一
種
特
別
地
域

禁
伐
と
す

る
。
た
だ

し

風
致
維
持

の
支
障

の
な
い
場
合

に
限
り
、
単
木

択

伐
法

を
行
う

こ
と
が

で
き

る
。

3

第

二
種
特
別
地
域

択
伐
法
に
よ
り
施
業
す

る
。
た
だ
し
風
致
維
持

に
支
障

の
な
い
限
り
、

皆

伐
法

に
よ
る

こ
と
が
で
き

る
。

4

第

三
種
特
別
地
域

施
業

の
制
限
は
な
い
が

風
致
維
持
を
考
慮

し
て
行
う
。

5

普
通
地
域

風
致

の
保
護
、
公
園
の
利
用
を

考
慮

し
て
施
業
を
行
う
。

し
た
が

っ
て
、
上

に
述

べ
た
法
令
、
条
例

に
よ

る
地
域

の
区
分
と
、
法

の
適
用
が
問
題
と
な

っ
て

く

る
。

森
林
施
業
の
あ

る
所
、
林
道
網

の
作
設

は
欠
く

こ
と
が

で
き

な
い
。

こ
れ
は
生
産

の
み
で
な
く
、

公
益
的
使
命
達
成

の
う
え

か
ら
も
必
要

で
あ

る
。

昭
和
四

五
年

(
一
九
七
〇
)

の
林

業
統
計
要
覧

に

よ
る
と
、
北
海
道

の
㎞
当
り
林
道

延
長

は
三

二

m
で
、
他
府
県
平
均

七

・
三

m
の
半
数

に
足
り
な

い
。

こ
の
林
道

の
密
度

は
、
林
業
の
集
約
度

の
指

標

と
み
ら
れ
て
い
る
。

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
先
進
集
約

林
業
地

で
は
約
四
〇

m
、
北
海
道

大
学
苫

小
牧
演

習
林

は
三
〇

m
を
超
え
、
山
部

の
東
大
演
習
も
約

三
〇

m
に
達

し
て
い
る
。
ま
た
、
北
海
道

の
民
有

林

の
最
も
集
約
な
経
営
と
し
て
、
天
皇
賞
受
賞
に

輝

い
た
浦
幌
町

の
石
井
林

業
の
社
有
林

は
㎞
当

り

一
七
〇

m
と

い
う
。
わ
が
国

の
平
均

の
低
数
値

は

本
州
は
永
年
木
馬
出
し
に
、
北
海
道

で
は
雪
饒
出

し
に
依
存

し
て
、
設
備

へ
の
資
本
投
下
を
欠
除

し

た

こ
と
に
あ
る
。

昭
和
四
六
年

度
に
始

ま
る
北
海
道
第
三
期
開
発

計
画
で
、
㎞
当
り
三
〇
1
四
〇

m
の
高
密
路
網

の

将
来

の
実
現
を
期
し
て
、
当
初

の
三

・
九

m
を

一

○
年
間

に
三

・
五
倍

に
拡
大
の
計
画
を
た
て
た

こ

と

は
当
然

の
こ
と
で
あ
る
。
林
道

は
、
施
業
粗
放

な
皆
伐
作
業
の
場
合

に
は
比
較
的
低
密
度

で
よ

い

が
、
よ
り
自

然
的

で
集
約
な
択
伐
作
業
な
ど

の
実

施

に
は
高
密

度
を
必
要
と
す

る
。
林
道
網

の
密
度

を
高
め
る

こ
と

を
怠
り
、
必
然
的

に
大
面
積
皆

伐

な
ど
を
行
う
と
、
地
盤
崩

解
、
侵
食

の
増
大
な
ど

の
大
き

な
被
害

の
原
因
と
な
る
虞
が
あ

る
。
林
道

に
つ
い
て
は
自
然
破
壊

の
批
判
が
あ

る
。
も
ち
ろ

ん
路
線

の
選
定
、
工
法

に
は
充
分

の
配
慮
が
必
要

で
あ
る
。

し
か
し
、
作
設
当
初

の
法
切
り
、
ズ
リ

捨

て
な
ど
は
、
自
然
破
壊
と

し
て
特
別

の
注
意

を

ひ
く
が
、
地
域
が
地
滑
り
地
帯
、
特
殊
地
質
、
特

別
急

傾
斜
地

で
な

い
限
り
、

五
i

一
〇
年

の
間

に

自
然
に
緑

化
し
、
復
元
の
方
向

に
む

か
う
も

の
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
破
壊

を
少

な
く

し
、
早
期

の
恢

復
を
期

し
て
、
充
分
な
治
山
工
事
を
行
う

こ
と
が

望
ま
し
い
。

ま
た
本
州

の
高
山
林
の
林
道
が
問
題
と
な

っ
て

い
る
が
、
も
と
も
と

シ
ラ
ベ
、
オ
オ

シ
ラ
ベ
、

コ

メ

ッ
ガ
な
ど

の
陰
樹
の
密
林
を
伐
開
す
る
と
、
皮

焼
け
な
ど

の
被
害

で
、
林
道

の
林

縁
に
被
害

の
出

る
こ
と

は
当
然

の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
も

新

し
く
植
樹
す
る

こ
と
に
よ
り
、
林
縁

を
再
造
成

し
復
元
す

る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。
ま
た
林
道

は

必
要

に
ょ
り
そ

の
目
的
以
外
に
閉
鎖
す
る
こ
と
も

考
え

て
よ
い
。
し
か
し
峯
越
し
道

路

の
よ
う
な
林

業
上

の
必
要
度

の
薄
い
多
目
的
道

路
を
林
道

の
名

で
建
設
す
る
こ
と

に
は
問
題
が
あ
る
。

い
ず

れ
に
し
て
も
、
森
林

の
経
営

は
作
業
法
や

林
道
網

の
如
何
を
問
わ
ず
、
適
正
な
施
業
が
行
わ

れ
る
限
り
、
大
局
か
ら
み
て
農
地
の
拡
大
や
草

地

の
拡
張

に
比

し
て
、
は
る
か
に
自
然
保
護
的
な
立

場
に
立

つ
産
業

で
あ
る
。
将
来

の
木
材

の
需
給
見

通
し
に
お
い
て
は
、
増
産

の
達

成
さ
れ
た
昭
和
四

六
年
度

に
お
い
て
も
、
三

八
%
を
外
材

の
輸

入
に

依
存

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
需
要

は
、
今

回
の

工
業
生
産

の
安
定
生
長

へ
の
方
向
転
換

に
よ

っ
て

若
干
修
正
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
が
、

一
方

に
お
い
て
、
自
然
保
護
な
ど
公
益
上

の
規
制

に
よ

っ
て
、
生
産
減
も
見
込
ま
れ
る
。
将
来

の
外
材
輸

入
も
、
輸
出
国

の
事
情

に
よ

っ
て
ま
す
ま
す
困
難

は
加
重
す

る
も

の
と
み
ら
れ
、
ま
た
今
後

の
外
貨

状
態

に
よ
り
、
輸

入
能
力
も
低
下
す

る
こ
と
も
あ

り
得

る
の
で
、
国
内
産
材

の
生
産
増
強
は
必
須

の

も

の
で
あ

る
。

北
海
道

の
森
林

面
積

は
総
面
積

の
七

二
%
を
占

め
て
い
る
が
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
国

の
森
林

面
積
率

が
三
〇
1

四
〇
%
が
多

い
こ
と

か
ら
み
て
も
、
ま

た
今
回

の
工
業
生
産
拡
大
の
停
滞
、
食
料

の
自
給

態
勢

の
確
保
な
ど
の
観
点
か
ら
も
、
将
来
農
地
、

草
地

の
歩
合
は
さ
ら

に
拡
大
し
、
森
林

面
積

は
減

少
す

る
も

の
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
森
林

の
単
位
面
積
当

り
の
生
産
性
増
強

の
必
要
を
加
重

す

る
も

の
で
あ
る
。
林
業
生
産
と
自
然
保
護
を
両

立
さ

せ
ね
ば
な
ら
な

い
。
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